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肥料
セメント

「メタン活用いしかわモデル」って？「メタン活用いしかわモデル」って？
「メタン活用いしかわモデル」とは

複数の小規模下水処理場で発生する下水
汚泥は、あらかじめ脱水した上で集約
し、運搬コストの縮減などの効率化を図り
ます。

脱水後の汚泥集約による
運搬コストの縮減（集約化）

「メタン活用いしかわモデル」とは、複数の下水処理場から発生する脱水汚泥と、し尿や

地域バイオマスを一カ所の処理場に集約する小規模下水処理場向けの効率的で低コストな

高濃度混合バイオマスメタン発酵システムです。

メタン活用いしかわモデルの導入意義

・発電・発電

・熱利用・熱利用

・肥料化
・建設資材
・肥料化
・建設資材

地域バイオマス

● 下水汚泥などの集約による類似施設の集約化、維持管理費の低減

● メタン発酵後の汚泥の有効利用（肥料化など）による資源の循環利用

● 地域バイオマスから発生するメタンガスを再生可能エネルギーとして回収

❶ 集 約 化❶ 集 約 化 ❷ 効率化（A）❷ 効率化（A）

❷ 効率化（B）❷ 効率化（B）

❸ 小 型 化❸ 小 型 化

その他の下水処理場

集排処理場

し尿等

地域バイオマス

脱水設備 混合（濃度調整） メタン発酵槽 メタンガスの有効利用

汚泥の有効利用

し尿、浄化槽汚泥に加えて、ガス発
生量の高い地域バイオマス（食
品廃棄物など）を混合することで、
ガス発生量の増大を図ります。

B 地域バイオマスの受入

小規模下水処理場で採用されて
いるオキシデーションディッチ
法の下水汚泥は、ガス発生量が低
いため、前処理によりガス発
生量の増大を図ります。

A汚泥の前処理

従来のメタン発酵における
投入汚泥の固形物濃度（TS）
は1～3%程度ですが、「メタ
ン活用いしかわモデル」で
は、高濃度（10%程度）に
調整し、メタン発酵槽を一
般的な大きさの1/5程度に
小型化しました。

高濃度化による
メタン発酵槽の小型化

水 98

体積100
（TS 2%）

水分量を減らし
体積を1/5に縮小

小型化

固形物2 固形物2

高濃度化

体積20
（TS 10%）

水 18

下水汚泥の高濃度化

脱
水
汚
泥

汚
泥
の
減
量
化

汚
泥
の
減
量
化

高濃度汚泥高濃度汚泥

下水処理場

汚泥前処理
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中能登町 鹿島中部クリーンセンター中能登町 鹿島中部クリーンセンター

脱水汚泥受入設備 汚泥前処理設備

メタン発酵槽
（容量：240m3）

混合槽
（容量：5m3） 造粒設備

汚泥肥料
（地域住民に無料配布）

脱水設備（スクリュープレス）夾雑物除去設備
（ドラムスクリーン）

し尿・浄化槽
汚泥投入口

乾燥設備（真空攪拌乾燥機）

生ごみ等受入設備 破砕分別機
（ハンマーブレード式）

高濃度に対応した
攪拌機を開発・導入

脱硫設備
（乾式）

ガスホルダー
（ダブルメンブレン式）

発電設備
（マイクロガスエンジン30kW）

民間事業者が整備

民間事業者に
売却

発電設備の排熱を利用

メタンガス
回収

消化
汚泥

売電

❶ 集 約 化

❶ 集 約 化 ❶ 集 約 化

❷ 効 率 化 ❷ 効 率 化

❷ 効 率 化

❸ 小 型 化❸ 小 型 化
投入汚泥の
高濃度化

メタン発酵槽
ガスホルダー

汚泥前処理設備

 石川県鹿島郡

中能登町

下水汚泥からの
ガス発生量を
増大させるために
マイクロ波による

前処理

町内にある他の下水処理場

及び集落排水処理場

❶ 集 約 化

❷ 効率化（A）❷ 効率化（A）
下水汚泥の前処理
によるガス発生
量の増大

❷ 効率化（B）❷ 効率化（B）
地域バイオマス
混合によるガス
発生量の増大

導入事例１号機

バイオマス

下水汚泥
集落排水汚泥
し尿
浄化槽汚泥
給食残渣等
食品廃棄物
計

対象バイオマス
（H29年度計画処理量）

処理量（ｔ/日）

3.98
0.11
1.16
3.16
0.10
0.27
8.78

バイオマス

下水汚泥
集落排水汚泥
し尿
浄化槽汚泥
給食残渣等
食品廃棄物
計

対象バイオマス
（H29年度計画処理量）

処理量（ｔ/日）

3.98
0.11
1.16
3.16
0.10
0.27
8.78

❶ 集 約 化❶ 集 約 化

汚泥の集約

下水汚泥

し尿

浄化槽汚泥

給食残渣等

食品廃棄物
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肥 料

メタン活用いしかわモデルの導入効果メタン活用いしかわモデルの導入効果

さらに、下水汚泥の有効利用、   
再生可能エネルギーの回収により
地球温暖化防止にも貢献

中能登町における肥料の利用状況

なかのとバイオの恵み

下水汚泥の肥料利用下水汚泥の肥料利用効果
 その2

地域住民の環境意識向上地域住民の環境意識向上

住民意識の向上

効果
  その1

下水処理場

浄化槽汚泥

し尿

地域バイオマス

集落排水下水処理場を中心とした
地域循環型社会の形成   

小規模下水処理場において
これまで処分されていた下水汚泥から
再生可能エネルギーを回収

メタンガス

熱や発電に利用地域バイオマス
の混合

再生可能エネルギーの回収再生可能エネルギーの回収効果
 その4

下水汚泥 再生可能
エネルギー回収

集落排水処理施設

し尿処理場

下水処理場 B

下水処理場 C

下水処理場 A

し尿処理場の
更新費、管理費の削減

各下水処理場における
汚泥処分費の削減

類似施設の集約化による
施設管理費の削減
類似施設の集約化による
施設管理費の削減

効果
 その3

汚泥処理の
共同化
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